
様式（１）-①

ウォーカブル推進
す い し ん

計画
け い か く

横浜駅
よ こ は ま え き

周辺地区
し ゅ う へ ん ち く

一般社団法人
い っ ぱ ん し ゃ だ ん ほ う じ ん

　横浜西口
よ こ は ま に し ぐ ち

エリアマネジメント

令和８年３月



ウォーカブル推進計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 90 ha

令和 8 年度　～ 令和 9 年度 令和 8 年度　～ 令和 年度

目標

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

一体型滞在快適性等向上事業及びまちなかウォーカブル推進事業の計画
滞在快適性等向上区域の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

団体 令和6年度 令和9年度

日 令和6年度 令和9年度イベント開催日数
横浜駅西口エリアで年間を通じて、（一社）横浜西口エリマ
ネが主催または共催するイベントの開催日数

「誰もが使いやすく、ひとの日常を豊かにする魅力的な歩行者空間
の創出」により、横浜駅西口におけるイベントや各種取組の開催が
促進され、開催日数が増加する。

277 280

都道府県名 神奈川県 横浜市
よ こ は ま し

横浜駅周辺地区
よ こ は ま え き し ゅ う へ ん ち く

計画期間 交付期間 9

横浜駅西口エリアで年間で開催された、（一社）横浜西口エ
リマネが主催または共催するイベントについて、主催・共催
した団体の総数

「多様な主体が活躍することによる持続的なエリア価値の創造」に
向けたガイドライン策定により、横浜駅西口におけるイベントの開
催が促進され、イベントの主催者数・共催者数が増加する。

639 650

大目標　横浜駅周辺の整備を契機とした、賑わいや交流に溢れた魅力あるまちの実現
・目標１：誰もが使いやすく、ひとの日常を豊かにする魅力的な歩行者空間の創出
・目標２：多様な主体が活躍することによる持続的なエリア価値の創造

（経緯）
・横浜市では、平成19年に横浜駅周辺地区を対象とした都市再生整備計画を策定し、「便利で快適なターミナルの街、交通結節点の形成」「歩行者の回遊性の向上と駅東西地区の一体化」「駅勢圏の拡大」に取り組んだ。平成23年には「横浜駅周辺地区整備計画（第２
期）」を策定し、「横浜駅周辺にふさわしい治水安全度の確保」「歩きやすく、わかりやすい歩行者空間の創出」「交差点混雑の解消」に取り組んだ。
・平成21年には、横浜駅周辺のまちを対象に、「国際都市の玄関口としてふさわしいまちづくり」を進めるための指針となる計画である「エキサイトよこはま２２」を策定し、横浜駅西口駅前のコンセプトとして「HUMAN ENERGY CORE」（人に優しい駅前空間）を掲げた上
で、西口周辺地域の相互波及を図る「ストリート」の形成、乗換えの時間を楽しめゆとりある待合が可能な広場空間の形成、人々が心地よく集い時間を費やすことができる憩いの空間の形成等を掲げている。
・エキサイトよこはま22の推進に向けた検討を行うエキサイトよこはま22懇談会では、令和6年には、駅を中心としたまちの再編方針として、「多様な賑わいが生まれる、人中心の駅前広場の創出」「まちの回遊性が生まれる魅力的な歩行者ネットワークの創出」「快適で
使いやすい交通の再編」を掲げている。

（現況）
・羽田空港に近接していることや６社９路線の鉄道が乗り入れ、１日に延べ約２００万人の乗降客数がある首都圏有数のターミナルである横浜駅周辺は、国際都市横浜の玄関口として重要な拠点である。
・令和9年には、国際園芸博覧会「GREEN×EXPO 2027」も予定されている。
・まちの魅力や価値の向上を図るため、都市再生推進法人である一般社団法人横浜西口エリアマネジメントが中心となり、地元組織、民間事業者及び市民等が議論・活動を行う「エリアマネジメント型のまちづくり」に取り組んでいる。
・しかし、多彩な活動を可能とする公共空間の設え・設備が不足していること、多様な主体による持続的な活動を可能とする仕組み・ルールが整備されていないことなどから、その機能を十分に発揮できていない状況である。

・国際都市横浜の玄関口にふさわしい、誰もが使いやすく、ひとの日常を豊かにする魅力的な歩行者空間に向けた、公共空間の設え・設備の整備が必要である。
・将来にわたる持続的なエリア価値創造に向けて、多様な主体による活動を可能とする仕組み・ルールづくりが必要である。

【エキサイトよこはま22】
・横濱中心戦略　羽田空港への近さを活かし、世界と結ばれた都市活動・交流拠点を形成する。首都圏における重要な広域拠点としての都市機能を向上し、魅力ある生活・文化が創造されるまちを形成する。
・駅を中心に駅東西の行き来を円滑にして、駅周辺を一体的に楽しめるよう、すべての人が歩きやすく、わかりやすい歩行者空間を形成する。横浜駅周辺ならではの個性と魅力が感じられる「通り」を創出する。

■滞在快適性等向上区域の考え方
エキサイトよこはま22において、横浜駅周辺地区は駅を中心としたまちの再編を図るとしている。
西口エリアでは、「まちの回遊が生まれる魅力的な歩行者ネットワークの創出」を再編方針としていることから、西口エリア全域を滞在快適性等向上区域と設定することにより、
官民一体による居心地のよいまちなかを創出する。

■滞在快適性等向上区域での取組
・社会実験をふまえ、イベントなど多彩な活動を可能とする空間を創出する。
・ファニチャー、植栽等を整備し、国際都市にふさわしい居心地が良くホスピタリティある歩行者空間を創出する。
・市民・企業・行政等多様な主体の活動を可能とする仕組み・ルールを策定する。

イベントの主催者数・共催者数

目標設定の根拠

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



ウォーカブル推進計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【誰もが使いやすく、ひとの日常を豊かにする魅力的な歩行者空間の創出 】

・社会実験をふまえ、イベントなど多彩な活動を可能とする空間を創出する。
・ファニチャー、植栽等を整備し、国際都市にふさわしい居心地が良くホスピタリティある歩行者空間を創出する。

【基幹事業】（滞在環境整備事業）滞在環境向上に向けた社会実験
【基幹事業】（高質空間形成施設）緑化施設等の設置

【多様な主体が活躍することによる持続的なエリア価値の創造】
・市民・企業・行政等多様な主体の活動を可能とする仕組み・ルールを策定する。

【基幹事業】（計画策定支援事業）ウォーカブル方針策定検討（ガイドライン）

【当地区における官民協働の取り組み事例】
■一般社団法人　横浜西口エリアマネジメント
平成29年　設立　横浜西口エリアの活性化や賑わいづくりに取り組む
令和6年　都市再生推進法人に指定

■GREEN×EXPO（2027年国際園芸博覧会）
令和9年　開催

【重点的に取り組むテーマ】※まちなかウォーカブル推進事業における計画策定支援事業を実施する場合に設定が必要
民間牽引



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項 様式（１）-④

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

令和○年○月

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 緑化施設等 4箇所 R8 R9 R9 R9 56 56 56

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

街なみ環境整備事業

エリア価値向上整備事業

こどもまんなかまちづくり事業

滞在環境整備事業 社会実験やコーディネート等 R8 R9 R8 R8 14 14 14

社会実験やコーディネート等 R8 R9 R8 R8 14 14 14

社会実験やコーディネート等 R8 R9 R8 R8 14 14 14

社会実験やコーディネート等 R8 R9 R8 R8 14 14 14

社会実験やコーディネート等 R8 R9 R8 R9 40 40 40

計画策定支援事業 R8 R9 R8 R9 40 40 40

合計 192 192 192 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 事業費

合計 0 0 0 …B

合計(A+B) 192

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

横浜市 国土交通省 約290㎡ 〇 R8 R10 60

横浜市 国土交通省 約455㎡ 〇 R8 R10 36

横浜市 国土交通省 電気トラフ２箇所 〇 R8 R8 120

合計 216

事業期間
全体事業費

地域生活基盤施設　広場 横浜駅東口第一駅前広場

地域生活基盤施設　広場 横浜駅東口第二駅前広場

事業 事業箇所名 事業主体

ウォーカブル方針策定検討（ガイドライン）

規模
（いずれかに○）

交付期間内事業期間
規模

（参考）事業期間
事業主体

地域創造
支援事業

高質空間形成施設　緑化施設等 横浜駅中央西口駅前広場(電気トラフ)

事業

所管省庁名

0.5

事業 事業箇所名

交付対象事業費 192 交付限度額 96 国費率

事業主体
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

南幸・パルナードエリア

きた西口～鶴屋町エリア

親水空間

南幸・パルナードエリア ※共同荷捌き関係

（一社）横浜西口エリアマネジメント

（一社）横浜西口エリアマネジメント

（一社）横浜西口エリアマネジメント

（一社）横浜西口エリアマネジメント

横浜駅中央西口駅前広場

規模

まちづくり活
動推進事業

既存建造物活用事業

細項目

（一社）横浜西口エリアマネジメント

事業箇所名

横浜駅中央西口駅前広場等

事業活用調
査

（一社）横浜西口エリアマネジメント

（一社）横浜西口エリアマネジメント



ウォーカブル推進計画の区域 様式（１）-⑥

横浜駅周辺地区（神奈川県横浜市） 面積 90(52) ha 区域
横浜市西区、神奈川区（南幸一丁目、南幸二丁目、北幸一丁目、北幸二丁目、鶴屋町一丁目、鶴
屋町三丁目の一部）

ＮＮ

凡例

整備計画区域

滞在快適性等向上

区域

横浜駅



様式（１）-⑦

イベントの主催者数・共催者数 (団体) 639 (令和6年度) → 650 (令和9年度)

イベント開催日数 (日) 277 (令和6年度) → 280 (令和9年度)

0 () 0 () → 0 ()

0 () 0 () → 0 ()

0 () 0 () → 0 ()

横浜駅周辺地区（神奈川県横浜市）　整備方針概要図

目標

大目標　横浜駅周辺の整備を契機とした、賑わいや交流に溢れた魅力あるま
ちの実現
・目標１：誰もが使いやすく、ひとの日常を豊かにする魅力的な歩行者空間の
創出
・目標２：多様な主体が活躍することによる持続的なエリア価値の創造

代表的
な指標

500m0

Ｎ

500m0

■基幹事業（高質空間形成施設）

横浜駅中央西口駅前広場等(緑化施設等の設

置)

R9年度事業内容：ファニチャー・植栽の設置

■基幹事業（滞在環境整備事業）

南幸・パルナードエリア(滞在環境向上に向けた社会

実験)

R8年度事業内容：社会実験

■基幹事業（滞在環境整備事業）

親水空間（滞在環境向上に向けた社会実験）

R8年度事業内容：社会実験

■基幹事業（滞在環境整備事業）

横浜駅中央西口駅前広場(滞在環境向上に向けた社会実験)

R8年度事業内容：社会実験

○関連事業（地域生活基盤施設）

横浜駅東口第一駅前広場(広場)

R8年度事業内容：調査・設計

○関連事業（地域生活基盤施設）

横浜駅東口第二駅前広場(広場)

R8年度事業内容：調査・設計

凡例

都市再生整備計画区域

滞在快適性等向上区域

道路占用許可の特例区域

都市再生整備計画区域

（90ha）

滞在快適性等向上区域

（西口：52ha）

横浜駅

■基幹事業（滞在環境整備事業）

きた西口～鶴屋町エリア(滞在環境向上に向けた社会実

験)

R8年度事業内容：社会実験
滞在快適性等向上区域

（東口：11ha）

■基幹事業（計画策定支援事業）

ウォーカブル方針策定検討（ガイドライン）

R8～R9年度事業内容：各種ガイドライン策定

■基幹事業（滞在環境整備事業）

南幸・パルナードエリア（共同荷捌き施設整備

による歩行環境改善（ウォーカブル化）に向け

た社会実験)

R8～R9年度事業内容：社会実験

○関連事業（高質空間形成施設）

横浜駅中央西口駅前広場(緑化施

設等)

R8年度事業内容：電気トラフ
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